令和6年度　第2回磐田市介護保険運営協議会　報告
日時：令和7年3月11日（火）
午後1時00分～2時30分
場所：iプラザ２階　　　　　 
ふれあい交流センター１～３
開会あいさつ：健康福祉部長　佐原部長
　　　　　　　　・今年は2025年問題と言われた年を迎えた。磐田市でも高齢化率や介護
給付費の増加が見られている。計画に則り施設整備として介護医療院
が開設予定。
　　　　　　　　・本日東日本大震災から14年目の日。磐田市でも2月に福祉避難所の開
設訓練を第2白寿園にて行った。

議事
　　　（１）磐田市地域包括支援センター事業評価について
　　　　　　・全国で統一して用いる指標によって令和5年度の取り組みを評価。「権利擁
護」や「包括的・継続的ケアマネジメント支援」業務は充実して行われて
いるが、「事業所間連携」は多くのセンターで今後の取組み課題となってい
る。「介護予防ケアマネジメント・指定予防介護支援」はセンター間で乖離
がある。令和6年度より磐田市でも利用者のセルフマネジメントの方法や
地域リハビリテーション活動支援事業を開始した。
　　　　　　・各包括の今年度のテーマに沿った取り組みについて紹介。
　　　　　　　　城山・向陽包括「ネットワークと実態把握で隠れた問題やニーズを発見
し、包括の総合力で解決を目指す」⇒出張相談・居宅
主任ケアマネや地区社協との連携等
　　　　　　　　中部包括「地域共生社会への一歩、地域の力をつないでいこう」⇒チー
ムオレンジの活動支援、地域ケア会議への住民参加の促し等
　　　　　　　　南部包括「認知症の支援のスキルを上げ、困難なケースに対応できる」
⇒認知症独居の方や虐待ケース等の支援
　　　　　　　　豊岡包括「垣根を超えた支援で『チーム豊岡』作り」⇒フレイル予防教
室を地域のリハ職と協同して開催。ウォーキング講座等の支援
　　　　　　　　豊田包括「高齢者の自立の可能性を引き出す支援の実践・評価」⇒フレイル予防、地域と一緒にオレンジカフェや介護者交流会、認知症本人カフェ等開催。
　　　　　　　　竜洋包括「『最期まで自分らしく生きる』を地域で考え、実践する」⇒
e-スポーツ体験会などフレイル予防を実施。
　　　　　　　　福田包括「住民同士のたすけあい～地域力強化～」⇒出張相談を1→3か所に増やし交流センターとも連携を図り今後も進めていく。地域福祉懇談会を開催。
　　　
　　　　（2）磐田市地域包括支援センター業務受託法人選定結果について9/17～27まで募集し7法人より応募あり、選定を実施し全法人委託候補妥当となった。
　　　　　　　（現状と変更なし）

　　　　（3）令和7年度磐田市地域包括支援センター運営方針（案）について
　　　　　　　基本方針、市の役割、介護保険運営協議会の役割、包括的支援事業、介護
予防・日常生活支援総合事業・運営体制等について説明、質疑が行われた。
　　　　　　　その中で認知症初期支援チームが機能していない事について話があり、全
国的にも課題となっており、今後国の方で見直し等が行われて行く予定であると説明ある。
　　　　（4）磐田市地域包括支援センターの運営及び職員の基準を定める条例の一部改正
　　　　　　　　・職員数について運営協議会が認めた場合、常勤換算方法によって3職
種配置を可能とする。
　　　　　　　　・複数の包括圏域を担当する場合の職員配置について、3職種の内いずれか２以上の常勤職員配置でも可能とする。
　　　　　　　　施行期日は公布の日
　　　　（5）地域包括支援センター介護予防支援一部委託について報告
　　　　（6）介護予防支援事業所の指定及び更新について
　　　　　　　　・令和6年度新規指定　介護予防支援　白寿園居宅介護支援事業所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同上　　　白寿園第2居宅介護支援事業所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同上　　　有限会社　齋藤居宅介護支援事
業所

　　　　　　　　　　　　更新　　介護予防支援　磐田市城山向陽地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同上　　磐田市中部地域包括支援センター
　　　　（7）地域密着型サービス事業所の指定及び更新について
　　　　　　　　・令和6年度新規指定　なし
　　　　　　　　　　　　　　　更新　　小規模多機能型居宅介護　ゆやの里
　　　　（8）地域リハビリテーション活動支援事業の実施状況について
　　　　　　　　・令和6年度新規事業「地域リハビリテーション活動支援事業」と既存事業「短期集中予防サービスC」の見直しにより、フレイルからの改善・自立した自分らしい暮らしが維持出来る取組を進める。1月までの実績として47件の「地域リハビリテーション活動支援事業」対象その内12件が「短期集中予防事業」を、10件が従来型デイ・緩和型デイを利用、14件がセルフケアの取り組みを行った。
　　　　　　　・多職種連携会議が行われた報告と、1「元気な状態・自立するとは」
　　　　　　　　2「市民一人ひとりが理解し実践するためには」について協議を行った。
以上
次年度：令和7年7月・令和8年３月予定
